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～ 保護者の方へ ～ 

 

 

 

 

 

  「春先の不調」に気を付けてください   

・朝晩だけでなく、日によっても気温差が大きいため、「体の不調」を訴える児童が増えています。 

・特に今年の春は「咳」「鼻水」を訴える児童が目立ちます。 

・咳が出る時は、マスクの着用にご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気温差が大きいことにより、自律神経のバランスが崩れ、「体の不調」だけでなく「心の不調」も起きやすくなっ

ています。また、新しい学級での生活が始まって１か月が経ち、疲れが出る時期とも重なります。特に、５月は登

校前の健康観察を十分に行い、子どもの異変に気付けるように心掛けてください。心の健康観察のポイントは

「眠れているか」「食事量が急増・急減していないか」「不安や緊張した様子がないか」です。 

５
５月を健康に過ごすためのポイントは「気温差」です 

 

・咳・鼻水の受診の目安は、「数日間続いている」

「一回に連発して起こる」「十分に眠れない、疲

れが取れない」の中で一つでも該当する場合で

す。これらの症状がある場合は、発熱していなく

ても、咳は内科、鼻水は耳鼻科にて受診すること

をお勧めします。 

・感染症による咳・鼻水の場合は、飛沫により友

達同士または家族内で感染拡大することがよく

あります。換気の励行、マスクの着用を心掛け

て、感染を最小限に抑えましょう。 

日頃から、マスクや

ポケットティッシュの

予備をランドセルに

入れておくと安心

です。 



  暑さに慣れてない今こそ「熱中症対策」を   

・気温差が大きい春は、急な暑さに体が対応しきれず、体温調整がうまくいかないことで、熱中症のリスクが上が

ります。⇒毎日少しずつ暑さに体を慣らすこと（暑熱
しゃねつ

順化
じゅんか

）が大切です！ 

・暑さに体を慣らす方法は、入浴や無理のない運動でほんのり汗をかくことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・夏は意識的に熱中症対策に取り組む人がほとんどですが、春はその意識が低いために、「うっかり

熱中症になってしまった」ということがあります。春も、着脱しやすい服装や十分な水分の用意をし、

熱中症予防に努めましょう。 


